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8 週齢 Wistar 系雄性ラット 28 匹を、「生理食塩水投与＋ワセリン塗布群（対照群）」、
「5-FU 投与＋ワセリン塗布群（ワセリン群）」、「5-FU 投与＋0.1%カテキン配合ワセリ
ン塗布群（0.1%カテキン群）」、「5-FU 投与＋0.5%カテキン配合ワセリン塗布群（0.5%






OHdG 陽性細胞率を比較した。また、抗酸化転写因子である Nuclear factor erythroid 2-
Related Factor（Nrf2）の核内移行を蛍光染色にて評価した。さらに、採取した舌組織

















オレドキシン 1、スーパーオキシドジスムターゼ 1、ペルオキシレドキシン 1、セレ
ノプロテイン 1、ミオグロビン、カテプシン B1、グルタミン酸システインリガーゼ
調整サブユニットといった抗酸化関連の遺伝子が、ワセリン群と比べて 0.5%カテキ





al., 2012）。また、酸化ストレスの上昇は NF-κB を活性化し、NF-κB は炎症誘発性核
転写制御因子として炎症の促進に働く（Manish et al., 2014）。本研究において、5- 
FU の腹腔内投与により、舌組織中の酸化ストレスが上昇した。これにより NF-κB に
よる炎症誘発がみられたと考えられる。   
カテキンを塗布すると、酸化ストレスダメージが抑制される（Lawrence, 2009; 
Maruyama et al., 2010）。本研究において、カテキン塗布部位に限局して 8-OHdG の酸
化ストレスの上昇が抑制された。また、Nrf2 の核内移行により、Nrf2 制御系の抗酸
化因子が活性化される（Bai et al., 2017）。チオレドキシン 1 やスーパーオキシドジス
ムターゼ 1、ペルオキシレドキシン 1 は、抗酸化作用を及ぼす（Hansen et al., 2007; 
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